
＜チームＡ＞ 19 21 ＜チームＢ＞

14 23
16 17
15 12

S No 3P 2P FT Foul S No 3P 2P FT Foul

◎ 4 7 1 ◎ 4 1 7 1 2

○ 5 1 ◎ 5 3 4

◎ 6 2 2 ○ 6 1

◎ 7 2 ○ 7 1 1

◎ 8 2 5 ○ 8 1 1

○ 9 2 ○ 9

○ 10 1 ○ 10 2 1

○ 11 1 ○ 11

◎ 12 2 ◎ 12 2 1

13 ◎ 13 3

○ 14 5 2 ○ 14 3 1 1

15 ◎ 15 5 1

○ 16 1 1 3 ○ 16

○ 17 1 1 ○ 17

○ 18 1 1 18

合計 5 23 3 合計 5 27 4

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　

茨城県高体連バスケットボール専門部　記録報道委員会

　第1P，両チームともハーフコートマンツーマンでゲームが始まる。序盤は両チームともなかなかリズムが掴めず，残り5分6-8となったところで，日川がタイムア
ウト。しかし，流れを掴んだのは昌平，⑤中居の速攻･3pシュート，⑬西谷の速攻と速いパス回しからの展開で一気に差を広げる。対する日川はメンバーチェン
ジを繰り返し，ディフェンスのプレッシャーを強め，リズムを取り戻す。最後に⑪坂本のブザービーターが決まり，19-21で第1P終了。
　第2P，日川はオールコートマンツーマンを仕掛けるが，昌平が冷静なボール運びの前にリズムを掴むことができず，9点差となったところでタイムアウトを取
る。残り5分，ようやく⑭逆瀬川の速攻，④古屋の1対1と連続得点で反撃をするものの，昌平も④馬場，⑦牧野，⑮大竹がゴール下で徐々に力を発揮し，33-44
昌平リードで前半を折り返す。
　第3P，両チームとも足が動き始め，展開が速くなる。昌平は堅実なディフェンスからの速攻，⑤中居の3pシュート，④馬場のインサイドプレイでリズムを掴もう
とすれば，日川はオールコートマンツーマンが激しさを増し，⑦清水～⑧一瀬の速攻，⑧一瀬の3pシュート，④古屋の1対1と互いに譲らず，49-61昌平リードで
最終ピリオドへ。
　第4P，日川は2-2-1ゾーンプレスから高い位置でのダブルチームが決まり，⑭逆瀬川，⑧一瀬の速攻で9点差まで追い上げる。しかし，昌平もディフェンスを
オールコートマンツーマンに変え，リズムを渡さない。日川は最後まで粘りを見せるが，ゴール下でどうしても点が取れず，結局64-73で昌平が2回戦へ駒を進め
た。
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第１試合　９：００～Bコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館
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